
取扱説明書 

 

 

 

株式会社西田製作所 

 

NC-EF-36 シリーズ 

充電式油圧パンチ AIDER（エデ） 

 

 

  

 
 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安全上のご注意 ･･････････････････ １ 

使用上のご注意 ･･････････････････ ２ 

各部の名称と仕様 ･･････････････････ ５ 

蓄電池の取り外し方 ・ 取付け方 ･･････････････････ １０ 

充電方法 ･･････････････････ １１ 

Bluetooth の使い方 

故障診断 

･･････････････････ 

･･････････････････ 

１５ 

１６ 

作業前に  ･･････････････････ １７ 

電池残量表示について ･･････････････････ １８ 

使用方法 ･･････････････････ １９ 

工具使用上のご注意 ･･････････････････ ２２ 

保守 、 点検 ･･････････････････ ２２ 

給油方法 ･･････････････････ ２３ 

廃油処置方法 ･･････････････････ ２４ 

オイル取り扱いの注意 ･･････････････････ ２４ 

油圧が作動しない時の   

トラブルシューティング  ･･････････････････ ２５ 

リチウムイオン電池の輸送について ･･････････････････ ２６ 

リチウムイオン電池の保管について ･･････････････････ ２６ 

アフターサービス ･･････････････････ ２７ 



 

 

 

 

 

 
このたびは当社製品をお買い上げいただき，誠にありがとうございます。この取扱説明書には，本製品

の取扱い方法や，注意事項などが記載されています。ご使用の際は，この取扱説明書を必ずお読みいただ

き正しくご使用くださいますようお願いいたします。またお読みになった後は，使用者がいつでも見ら

れるところに必ず保管してください。 

 

 

ご使用上の注意事項は 「 警告」と「 注意」に区分していますが，「 警告」は誤った取扱いをし

た時に，使用者が死亡または重症を負う可能性が想定される内容のご注意，「 注意」は誤った取扱いを

した時に，使用者が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容の

ご注意として記載しています。なお「 注意」に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結びつ

く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので必ずお守りください。

！ ！ ！ 

！ 

！ 
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安全上のご注意  

 

「 警告」 

 

１ 取扱説明書に記載されている作業以外には使用しないでください。誤った方法で使用した場合は、本

体が損傷して、けがを負うおそれがあります。 

２ 作業中は工具を人がいる方向に向けたり、手や顔を近づけないでください。破損した場合破片が飛散

し､けがのおそれがあります。 

３ 作業中はヘッドの可動部に触れないでください。はさまれたり、指を切断したりするおそれがありま

す。 

４ 暗い場所、平坦でない所、足場の悪い所、雨中での使用は、事故のおそれがありますのでおやめくだ

さい。 

５ 工具には指定の刃物をご使用ください。指定以外のものを使用すると本体が破損し、部品の飛散によ

るけがの原因となるおそれがあります。 

６ 作業は、各部の取付状態を確認したうえで行なってください。加工作業中は加工物の状態に注意し、

目を離したりしないようにし、異常があればすぐに停止できるようにしてください。 

 

「 注意」 

 

１ 作業前に工具の各部を点検し、ひび、割れなどの異常がないか確認してからご使用してください。 

２ 作業に適した服装で作業してください。ダブダブの衣服、ネックレスなどの装身具、ピンでとめてい

ないネクタイ、首に巻いたタオル､軍手などは可動部に巻き込まれるおそれがあります。 

３ 高所作業の時は、下に人がいないことを確かめてください。材料や工具を落とした時、事故の原因に

なります。 

４ 作業場所は整理・整頓を行い、作業の支障になる物などを置かないでください。つまずいたりし、事

故のおそれがあります。 

５ 作業者以外は工具に触れないでください。また子供を近づけないようにしてください。けがのおそ

れがあります。 

６ 工具の部品の交換は手をはさんだりしないように、注意して行なってください。 

７ 使用しない時は、乾燥した場所で子供の手が届かないところ、あるいは鍵のかかる場所に保管して

ください。 

８ 必要に応じて、保護メガネ・ヘルメット・安全靴などの安全保護具を着用してください。 

９ 使用前、使用後には工具の各部を点検し、正常に作動するか確認してください。部品の破損、 

取り付け状態など異常がないか確認してください。部品の交換が必要な場合は、弊社の純正部品を必

ずご使用ください。 

10 工具を分解したり、改造したりしないでください。修理の場合は必ず弊社のサービス部にお申し付け

ください。修理の知識がない方が修理しますと、工具が十分な性能を発揮しないばかりでなく、事故や

けがの原因となることがあります。 

  

！ 
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使用上のご注意 

 

「 警告」 

 
１ 専用の充電器や蓄電池を使用してください。 

・ この取扱説明書および当社カタログに記載されている指定の充電器や蓄電池を使用してください。

指定以外の蓄電池を使用すると破裂して障害や損傷を及ぼす恐れがあります。 

２ 正しく充電してください。 

・ この充電器は定格表示してある電源で使用してください。 直流電源やエンジン発電機では使用し

ないでください。異常に発熱し、火災のおそれがあります。 

・ 温度が０℃未満または温度が４０℃を超える場合は、蓄電池を充電しないでください。破裂や火災

のおそれがあります。 

・ 蓄電池は、換気の良い場所で充電してください。充電中、蓄電池や充電器を布などで覆わないでくだ

さい。破裂や火災のおそれがあります。 

・ 使用しない場合は、差込みプラグを電源コンセントから抜いてください。感電や火災のおそれがあ

ります。 

３ 蓄電池の端子間を短絡させないでください。 

・ 釘袋などに入れると、短絡して、発煙・発火・破裂などのおそれがあります。 

４ 感電に注意してください。 

・ ぬれた手で、充電器のさし込みプラグに触れないでください。感電のおそれがあります。 

５ 作業場の周囲状況も考慮してください。 

・ 工具、充電器、蓄電池は、雨中で使用したり、湿った、または、ぬれた場所で使用しないでくださ

い。感電や発煙のおそれがあります。 

・ 作業場は、充分に明るくしてください。暗い場所での作業は、事故の原因になります。 

・ 可燃性の液体やガスのあるところで使用したり、充電しないでください。爆発や火災のおそれがあ

り、事故の原因になります。 

６ 保護メガネを使用してください。 

・ 作業時は、保護メガネを使用してください。また、粉塵の多い作業では、防塵マスクを併用してく

ださい。加工した切屑や粉塵が、目や鼻に入るおそれがあります。 

７ 次の場合は、工具本体のスイッチを切り、蓄電池を工具本体から抜いてください。 

・ 使用しない､または､修理する場合。 

・ ヘッド（アタッチメント）などの付属品を交換する場合。 

・ その他、危険が予想される場合。 

工具本体が作動して、けがの原因になります。 

８ 不意な始動は避けてください。 

・ スイッチに指をかけて運ばないでください。 

   工具本体が作動して、けがの原因になります。 
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９ 指定の付属品やヘッド（アタッチメント）を使用してください。 

・ この取扱説明書および当社カタログに記載されている指定の付属品やヘッド（アタッチメント）を

使用してください。事故やけがの原因になります。 

10 蓄電池を火中に投入しないでください。 

破裂したり、有害物質の出るおそれがあります。 

 

「 注意」 

 

１ 作業場は、いつもきれいに保ってください。 

・ ちらかった場所や作業台は、事故の原因になります。 

２ 子供を近づけないでください。 

・ 作業者以外、工具本体や充電器のコードに触れさせないでください。けがの原因になります。 

・ 作業者以外、作業場へ近づけないでください。けがの原因になります。 

３ 使用しない場合は、きちんと保管してください。 

・ 乾燥した場所で、子供の手の届かない高いところまたは鍵のかかるところに保管してください。事

故の原因になります。 

・ 工具本体や蓄電池を、温度が５０℃以上にあがる可能性のある場所（金属の箱や夏の車内など）に

保管しないでください。 

蓄電池劣化の原因になり、発煙、発火のおそれがあります。 

４ 無理して使用しないでください。 

・ 安全に能率よく作業するために、工具本体の能力に合った作業をしてください。能力以上での使用

は、事故の原因になります。 

・ 能力を超えたような無理な使い方はしないでください。発煙､発火のおそれがあります。 

５ 作業にあったヘッド（アタッチメント）を使用してください。 

・ 指定された用途以外に使用しないでください。けがの原因になります。 

６ きちんとした服装で作業してください。 

・ だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は、着用しないでください。可動部に巻き込まれるおそ

れがあります。 

・ 屋外での作業の場合には、ゴム手袋とすべり止めのついた履物の使用をお勧めします。すべりやすい手

袋や履物は、けがの原因になります。 

・ 長い髪は、帽子やヘアーカバーなどで覆ってください。可動部に巻き込まれるおそれがあります。 

７ 充電器のコードを乱暴に扱わないでください。 

・ コードを持って充電器を運んだり､コードを引張って電源コンセントから抜かないでください。 

・ コードを熱、油、角のとがったところに近づけないでください。 

・ コードが踏まれたり､引掛けられたり､無理な力を受けて損傷することがないように､充電する場所

に注意してください。 

感電や、ショートして発火するおそれがあります。 

８ 無理な姿勢で作業をしないでください。 

・ 常に足元をしっかりさせ、バランスを保つようにしてください。転倒して、けがの原因になります。 

  

！ 
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９ 工具は、注意深く手入れをしてください。 

・ アタッチメントの交換は、取扱説明書に従ってください。けがの原因になります． 

・ 充電器のコードは定期的に点検し、損傷している場合は、お買い求めの販売店または弊社サービス

部に修理を依頼してください。感電やショートして発火するおそれがあります。 

・ 充電器に延長コードを使用する場合は、定期的に点検し、損傷している場合には交換してください。

感電やショートして発火するおそれがあります。 

・ 握り部は、常に乾かしてきれいな状態に保ち、油やグリースがつかないようにしてください。けが

の原因になります。 

10 屋外使用に合った延長コードを使用してください。 

・ 屋外で充電する場合､キャブタイヤコードまたはキャブタイヤケーブルの延長コードを使用してく

ださい。 

11 油断しないで十分注意して作業をしてください。 

・ 工具を使用する場合は､取扱方法､作業の仕方､周りの状況など､十分注意して慎重に作業をしてく

ださい。軽率な行動をすると､事故やけがの原因になります。 

・ 常識を働かせてください。非常識な行動をすると、事故やけがの原因になります。 

・ 疲れている場合は、使用しないでください。事故やけがの原因になります。 

12 損傷した部品がないか点検してください。 

・ 使用前に、各部の部品に損傷がないか十分点検し､正常に作動するか､また所定機能を発揮するか確

認してください。 

・ 可動部分の位置調整および締付け状態､部品の破損､取付け状態､その他､運転に影響をおよぼす全

ての箇所に異常がないか確認してください。 

・ 差込みプラグやコードが損傷した充電器や､落としたり､何らかの損傷を受けた充電器は使用しな

いでください。 

   感電やショートして発火するおそれがあります。 

・ 破損した部品の交換や修理は､取扱説明書の指示に従ってください。 

取扱説明書に指示されていない場合は、お買い求めの販売店または弊社サービス部に修理を依頼し

てください。 

・ スイッチで始動および停止操作のできない工具は､使用しないでください。異常動作して、けがの

原因になります。 

13 工具の修理は、専門店に依頼してください。 

・ サービスマン以外の人は、工具･充電器・蓄電池を分解したり、修理、改造をしないでください。発

火したり､異常動作して､けがの原因になります。 

・ 工具が熱くなったり､異常に気付いた時は､点検･修理に出してください。 

・ 修理は、必ずお買い求めの販売店または弊社サービス部にお申し付けください。ご自身で修理する

と、事故やけがの原因になります。 
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各部の名称と仕様 

 

① 工具本体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

② リチウムイオン電池 36Ｖ Bluetooth 対応(BSL36A18BX, BSL36B18BX) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

種   類 NC-EF-36ZA NC-EF-36ZB 

公称荷重 72.7kN 

ストローク 24mm 

外形寸法 L295×H238×W82mm L295×H244×W84mm 

質   量 4.3kg（蓄電池含む） 4.6kg（蓄電池含む） 

タンク油量 88cc 

電 動 機 直流モータ（DC36V） 

シリンダ ポンプボディ 

給油栓 

 モータ 

タンクグリップ 

（内部にオイルタンク） 

戻しレバー 

蓄電池 

スイッチ 

アーム 

F 大軸 

使用しないときは、短絡防止のため、

蓄電池は電池カバーをかぶせて保管し

て下さい。 
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③ 充電器（ＵＣ１８ＹＤＬ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

型   番 BSL36A18BX BSL36B18BX 

種   類 円筒密閉形リチウムイオン電池 

電   圧 DC36V／18V（自動切替） 

容   量 2.5Ah／5.0Ah（自動切替） 4.0Ah / 8.0Ah（自動切替） 

充電時間 
約２５分（気温２０℃、ＵＣ１８Ｙ

ＤＬ２使用時） 

約４０分（気温２０℃、ＵＣ１８

ＹＤＬ２使用時） 

Bluetooth 
Bluetooth 標準規格 Ver.5.0 

使用周波数帯域：2.4GHz 帯(2.402～2.480 GHz) 

寸   法 L116×H69×W76 mm L134×H75×W83 mm 

質   量 0.70kg 0.975kg 

入力電源 ＡＣ１００Ｖ ５０/６０Ｈｚ 

充電電圧 １４．４～１８Ｖ、ＵＳＢ端子：５Ｖ 

蓄電池充電電流 ６Ah、４Ah、３Ah 品 １２．０Ａ 

USB 端子充電電流 ２．1Ａ 

コ － ド ２心ビニールコード 

質   量 ０．７ｋｇ 

使用温度範囲 －１０℃～４０℃ 

冷   却 対応（ファン付き） 

ブザー音 あり 
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④ 打抜き刃物サイズ表（刃物、１－２大軸は別売り） 

薄鋼電線管用（CP）刃物（別売り） 

呼び寸法 
実寸法

（㎜） 

板厚（㎜） 

SS400 
使用軸 

CP19（3/4“） φ19.8 

3.2ｔ 

小軸 

（φ10 ㎜） CP25（1“） φ26.2 

CP31（1-1/4“） φ32.5 

F 大軸 

（φ19 ㎜） 

（3/4“） 

CP39（1-1/2“） φ38.7 

CP51（2“） φ51.6 

CP63（2-1/2“） φ64.5 

CP75（3“） φ77.2 

厚鋼電線管用（ACP）刃物（別売り） 

呼び寸法 
実寸法

（㎜） 

板厚（㎜） 

SS400 
使用軸 

ACP16（1/2“） φ21.8 

3.2ｔ 

小軸（φ10 ㎜） 

ACP22（3/4“） φ27.3 

F 大軸 

（φ19 ㎜） 

（3/4“） 

ACP28（1“） φ34.1 

ACP36（1-1/4“） φ42.7 

ACP42（1-1/2“） φ48.7 

ACP54（2“） φ60.5 

ACP70（2-1/2“） φ77.2 

ACP82（3“） φ88.9 

ACP92（3-1/2“） φ102.8 1-2 大軸 

（別売） ACP104（4“） φ115.5 

※ACP92 以上の刃物には 1-2 大軸が必要となります。 
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 ※AC/DC アダプタ（ＥＴ３６Ａ） 

 

別売り AC/DC アダプタ（ＥＴ３６Ａ）を本体に取り付けることにより 100V 電源よりご使用

が可能となります。 

 

マルチボルトタイプ蓄電池対応３６V 製品用の直流電源 
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１０ 

 

ランプの表示について 

 

AC/DC アダプタには通電状態もしくは出力停止状態を示すランプがついています。各ランプの表示内

容は以下のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
詳しい内容については ET36A の取扱説明書をご参照下さい。 

 

 

蓄電池の取り外し方・取付け方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

警  告 

蓄電池の取り外し、取付けの際は、必ずスイッチ

が切れていることを確かめてください。 

思わぬ事故のもとになります。 



１１ 

 

充電方法 

 

１.リチウム電池の充電 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）充電時間は周囲温度や蓄電池の状態により

長くなることがあります。 

  



１２ 

 

２． 充電ランプの表示について 

 
充電器には、充電状態を表示する「充電ランプ」がついています。 

各ランプの表示内容は以下のようになっています。 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 電池容量ランプについて 

 
電池容量ランプによって、充電中の電池の充電容

量を確認することができます。 

ランプの表示と電池容量は下記のようになってい

ます。 

 

注）充電完了後、しばらくすると電池容量ランプ

は消灯します。 

  

○新しい蓄電池は、純正品をご使用下さい。 

当社指定の蓄電池以外の使用や分解、改造した物（蓄電池を分解してセル

などの内蔵部品を交換した物を含みます）は、安全性や製品に関する保証

はできません。 



１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． ＵＳＢ機器を充電する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）・ＵＳＢ機器と蓄電池の充電を同時に行うと充

電時間が長くなります。 

・ＵＳＢ充電が途中一時停止する場合があり

ます。（「故障診断」参照） 

・ＵＳＢ機器を充電しないときは、ＵＳＢ電源ス

イッチをＯＦＦにして、ＵＳＢ機器を充電器か

ら取り外して下さい。 

ＵＳＢ機器の蓄電池寿命（充電回数）を低く

したり、思わぬ事故の原因になります。 

・USB 機器の種類によっては、充電できない

場合があります。 

 

 

 

 

  



１４ 

 

注）・電源プラグをコンセントに差し込んでいない場合、蓄電池の容量がなくなると、USB 電源ラン

プが消灯して出力が停止します。 

・ＵＳＢ電源ランプが消灯したときは、電源プラグをコンセントに差し込むか、蓄電池を交換し

て下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5． 蓄電池を長持ちさせるコツ 

 

（１） 蓄電池が空（から）になる前に充電する 

工具の力が弱くなってきたと感じたら、使い続けるのをやめ、充電します。無理に使い続け

ると、蓄電池が傷み、寿命を短くします。 

 

   （２） 高温時の充電は避ける 

工具を使用した直後の蓄電池は熱くなっていますので、蓄電池が少し冷めてから充電します。

すぐ充電すると、蓄電池の寿命を短くします。 

  



１５ 

 

 

「 注意」  

 
・ さし込みプラグをさし込んだとき、電源コンセントがガタガタだったり、さし込みプラグがすぐ

抜けたりするようでしたら修理が必要です。お買い求めの販売店または弊社サービス部に修理

を依頼してください。そのまま使用すると、火災のおそれがあります。 

 

・ リチウムイオン電池を保管するときは、満充電にして保管して下さい。蓄電池が少ない状態で長

期間（３ヶ月以上）保管すると蓄電池が劣化し、使用時間が著しく短くなったり、充電できなく

なる恐れがあります。使用時間が著しく低下した蓄電池でも、充電と使用を２～５回繰り返すと

使用時間が回復する場合があります。充電と使用を繰り返しても使用時間が極端に短い場合は、

蓄電池の寿命がつきたとお考えいただき、新しい蓄電池をお買い求めください。 

 

 

 

Bluetooth の使い方 

 

「ＨｉKOKI TOOLS」アプリを使って接続します。 

詳細は以下のリンクをご参照ください。 

https://www.hikoki-powertools.jp/apps/tools/setting/wh36dc/wh36dc.html 

 

スマートフォンと蓄電池を Bluetooth で連携することによって、アプリからモータの回転速度やス

イッチの遊びを調整できます。 

使用者や各種アタッチメントなど、状況に応じて好みの調整をお選びください。 

  

！ 

https://www.hikoki-powertools.jp/apps/tools/setting/wh36dc/wh36dc.html


１６ 

 

故障診断 

 

状況 原因 対策 

動かない 

電池残量がない 蓄電池を充電して下さい 

スイッチを引いたまま、蓄電池を取り付けた 
安全機能が作動したためです。一度スイッチをはなし

て、もう一度スイッチを引けば動きます。 

突然止まった 

過負荷になった 負荷を与えた原因を解消して下さい。 

蓄電池が過熱状態になった 蓄電池を十分冷まして下さい。 

5 分以上連続してスイッチが引かれた 
故障ではありません。 

誤作動防止のため、モータを自動停止します。 

ス イ ッ チ を 引 く と 異 音

（ピー）がする 
スイッチの引き量が小さい 

故障ではありません。 

引き量を大きくすると発生しません。 

充電ランプが紫の速い点

滅を繰り返し、蓄電池の

充電を開始しない 

蓄電池が突き当たるまで、差し込まれていな

い 
しっかり差し込んで下さい。 

蓄電池の取付け部又は蓄電池の端子部に異物

が入っている 
異物を取り除いて下さい。 

充電ランプが赤く点滅し

て、蓄電池の充電を開始

しない 

蓄電池が突き当たるまで、差し込まれていな

い 
しっかり差し込んで下さい。 

蓄電池が高温になっている 

そのままの状態でも、蓄電池の温度が下がると自動的

に充電を開始しますが、蓄電池の寿命を縮める原因に

なります。蓄電池を風通しの良い日影などで冷まして

から、充電することをおすすめします。 

満充電をしても、蓄電池

の使用時間が短い 
蓄電池の寿命が尽きた 蓄電池を新品と交換して下さい。 

蓄電池の充電時間が長い 

蓄電池や充電器の温度、周辺温度などが極端

に低い 
室温など暖かい場所で充電して下さい。 

充電器の風窓がふさがった状態になっている

ため、充電器内部が高温になっている 
風窓がふさがっていないようにして下さい。 

冷却ファンが回っていない 修理を依頼して下さい。 

USB 電源ランプが消灯し

て、USB 機器の充電が停

止した 

蓄電池の電池残量が少なくなった 

電池残量がある、蓄電池と交換して下さい。 

充電器の電源プラグを 100V コンセントに差し込んで

下さい。 

USB 機器の充電が完了し

ても、USB 電源ランプが

消灯しない 

USB 電源ランプは、USB 機器の充電ができる

状態にあることを緑色の点灯で表示している 
故障ではありません。 

USB 機器の充電状態や充

電完了がわからない 

USB 電源ランプは、充電が完了しても、USB

電源ランプが消灯しない 
充電中の USB 機器で確認して下さい。 

USB 機器の充電が途中一

時停止した 

蓄電池を供給電源にして USB 機器を充電中

に、充電器の電源プラグを 100V コンセントに

差し込んだ 
故障ではありません。充電器が供給元電源を判断する

ため、約５秒間 USB 機器の充電を停止します。 
100V コンセントを供給電源にして USB 機器

を充電中に、充電器に蓄電池を差し込んだ 

蓄電池と USB 機器を同時

に充電中、USB 機器の充

電が途中一時停止した 

蓄電池が満充電となった 

故障ではありません。蓄電池が正常に充電完了したこ

とをチェックしているため、約５秒間 USB 機器の充電

を停止します。 

蓄電池と USB 機器を同時

に充電中、USB 機器の充

電が開始しない 

蓄電池の電池残量が極端に少ない 
故障ではありません。蓄電池の電池残量があるレベル

に達すると、自動的に USB 機器の充電を開始します。 



１７ 

 

作業前に 

 

１． 作業環境の整備･確認 

作業をする場所が前述の「安全上のご注意」「工具使用上のご注意」にかかげられているような、

適切な状態になっているか確認してください。 

 

２． 蓄電池・アタッチメントの取付けの確認 

      蓄電池および作業に使用するヘッド（アタッチメント）の取付けは確実に行なってくださ

い。確実でないと、作業中に蓄電池、ヘッド（アタッチメント）が落下して、思わぬけがの原因

となります。 

 

  

騒音防止規制について 

騒音に関しては、法令や各都道府県などの条例で定める規制があります。 

作業の際は近隣に迷惑をかけないように、規制値以下でご使用になることが必要で

す。状況に応じ、遮音壁などを設けて作業をしてください。 



１８ 

 

電池残量表示について 

 
電池残量表示スイッチを押すとランプが

点灯して、電池残量を確認することがで

きます。電池残量表示スイッチから指を

離すとランプは消灯します。ランプの点

灯状態と電池残量は以下のようになって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電池残量表示は、周囲温度、電池特性等で多少異なりますので、目安として見てく

ださい。 

  



１９ 

 

使用方法 

 

１． スイッチの操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 蓄電池の取付け 

蓄電池の取付け方（１０ページ）に従って、本体に蓄電池を取付けてください。 

 

「 警告」 

・ 打抜き中は、刃物に顔を近づけてのぞき込んだり、手や指を近づけたりしないでください。刃物が破損した

場合、飛散するおそれがありますので充分に注意してください。 

また、打抜き中は工具（刃物）を人のいる方向に向けないでください。 

 

「 注意」 

・ 打抜き中は工具の動作に注意し、異常がないか確認しながら作業を行なってください。異常と思われ

る場合はただちに作業を中止し、各部の点検を行なってください。 

・ 刃物の取付け、取外しの際は、指などを負傷するおそれがありますので、手袋などを着用しケガの

ないように注意して作業を行なってください。 

作業時は、次の各点をご確認下さい。 

(ｲ) 雄型及び雌型に破損はないか？磨耗はないか？ 

(ﾛ) 大軸が曲がったり破損していないか？ 

(ﾊ) 雄型及び雌型の組合せは正しいか？ 

(ﾆ) 雄型は完全にネジ込んでいるか？ 

(ﾎ) シリンダラムが完全に戻っているか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

スイッチの引込み量により、無段階にモータ

の回転数が変ります。パンチの穴あけ位置の

確認など、低速でラムを前進させる際にご利

用ください。またスイッチをはなすとブレー

キがかかり、モータはすぐに止まりますの

で、位置決めが容易にできます。 

 

戻しレバー 

スイッチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雄型 雌型 

小軸 

（不可） （不可） 

シリンダ 
又は 
補助カラー 

雄型 

（シリンダーラムが最後まで戻っていないとストロークが不足する） 

大軸 

(1) 大軸又は小軸のネジが崩れる 
(2) 雄型のネジが欠ける 

！

！ 



２０ 

 

 
３． 本機の使用前に、まず鉄板の穴あけ位置へ電気ドリ

ルなどでφ12 ㎜以上の下穴をあけて下さい。そして、

最終打抜き径と同径ケガキ線の 3 ヶ所の点にポンチ

マークなどを打っておくと、中心がずれずに正確に

穴あけする事ができます。 

 

 

４． CP19 CP25 ACP16 など小径の穴をあける場合

は、まず大軸の先端に小軸をねじ込んでから（大軸

の両端には西田用刃物の M10 と他社製刃物の

3/8UNF の雌ネジが切ってありますので使用する刃

物に応じてセットしてください）カラー全部を差し

込んで下さい。小軸に打抜き穴径の雌型を入れ、３．

で準備した鉄板の下穴へ小軸を差し込み、鉄板を挟

み込むように雄型をネジ込んで下さい。最後に安全

キャップを雄型の上に被せて下さい。 

 

 

 

 
５． ４．の作業が完了すれば、ポンプのスイッチを引いてモータを作動させて下さい。徐々に圧力が

加わり、雄型は鉄板に喰い込んで行き、「パチン」「パチン」と音がして鉄板を打抜きます。 

これで鉄板の打抜きは完了しましたが、雄型に打抜き後の抜き屑が挟まれていますので、もう少し

ポンプを作動させ、雄型の研磨面が雌型の端面と合致するまで動かして下さい。抜き屑が雌型の内

部で自由になり、取り除きやすくなります。打抜きが完了すれば、戻しレバーを押し、ラムを元の

位置まで戻して下さい。雄型、雌型を外し、雌型の抜き屑を取り除いて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

鉄板 

電気ドリル 

ポンチマーク 

ケガキ線 

不良 良 

打抜きは完了しているが抜き屑の取り除きが容易でない 抜き屑の取り除きが容易 

雄型 

安全キャップ 

カラー 

雌型 

NC-EF-36 本体 

小軸 

大軸 



２１ 

 

６． CP31 CP39 CP51 CP63 CP75 ACP22 ACP28 ACP36 ACP42 ACP70 ACP82 など

の穴をあける場合は、３．４．５．の作業を行ってから、補助カラー及び小軸を取り外して、大

軸に最終打抜き穴径の雌を差し込み、次にφ21 ㎜以上の穴があいた鉄板を４．のように挟み込み、

雄型をネジ込みます。 

この場合、３．で入れたケガキ線又はポンチマークに雄型刃を合わせると、中心のズレもなく正

確に穴あけする事が出来ます。 

刃物サイズのよっては補助カラーを入れた方が使い易

い場合がありますので、適当なカラーを入れて調整し

て下さい。ただし、大軸に雄型が少ししかねじ込まれ

ていない状態で使用しないで下さい。雄型のネジ部は

すべて大軸にねじ込んで下さい。 

 

ACP92、ACP104 の穴をあける場合、1-2 大軸を通す

ための穴をφ26 以上であけて下さい。 

 

７． 刃物雄雌は、損傷又は磨耗したままで使用されますと、大軸の破損など、工具の故障の原因とな

りますので、御使用前には異常がないか充分に確かめてから御使用下さい。 

 

８． 前回打抜いた穴に重ねて打抜かれると、雄型に片寄った荷重が加わり、大軸の曲がりあるいは破

損などの原因となります。又、一部鉄板が重なった箇所での打抜きも、同様に曲がりあるいは破

損などの原因になりますので御注意下さい。 

 
９． 雄型が鉄板を打抜き、前進し過ぎ

て雌型に当たりますと、刃先に過

大な力が加わり雄型の破損あるい

は大軸の破損・折損を起こすこと

があります。 

刃物の破損あるいは大軸が折損して

雄型が飛びはねる様な 

事があっても、作業者に危険がないよう、作業位置に御注意下さい。 

 

１０． 打抜き速度が遅くなったり、打抜き力が弱くなったと思われる時は、蓄電池の残量が少

なくなっていると考えられますので、蓄電池を充電して下さい。充電方法は、１１ページを参照

して下さい。 

  

前回打抜穴 

鉄板の重なり 
不可 



２２ 

 

工具使用上のご注意 

 

１． 連続作業後は工具本体を休ませてください。 

連続して作業にご使用の際は、蓄電池の交換時に工具本体を１５分ほど休ませてからご使用くだ

さい。蓄電池の交換後すぐに作業を続けますとモータ、スイッチなどの温度が高くなり、焼損の

原因になります。 

２． 変速スイッチの使用上のご注意 

スイッチには回転数を無段階に変速する電子回路が内蔵されています。従ってスイッチの引き込

み量が少ない状態（低速回転域）でモータを停止させる作業を連続的に行なうと電子回路部品の

温度が高くなり、焼損の原因となります。 

３． 厳冬期、油圧作動油の流動性が悪くなり、ラムが円滑に動作しない時があります。作業前に戻し

レバーを押しながら、モータのスイッチを押し、無負荷の状態で３０～６０秒くらい暖気運転を

行なってください。酷寒地などで使用される場合、工具が－５℃以下になっていますと完全に動

作しない場合があります。１５℃～２５℃の室温で約１時間暖め、暖気運転を行なってからお使

いください。 

４． 圧力規制弁の不調は、刃物・大軸・本体の破損あるいは動作不良などの原因となります。圧力規

制弁が働かない、あるいはいつもより早く圧力規制弁が働いたと思われた時は、弊社サービス部

までお送りください。 

５． 連続的に圧力規制弁が働くような作業を行ないますと、工具の油温が上昇します。工具本体に触

れて熱いと思われる時（５０℃以上）は、油温が下がるまで休ませてください。 

６． ヘッド部を人のいる方へ向けての作業は、絶対にしないでください。 

７． 工具本体に過度の衝撃を与えないでください。工具が正常に作動しなくなることがあります。 

８． 水や油、有機溶剤が工具本体、蓄電池などにかからないように注意してください。工具の故障原

因になります。 

９． 工具本体、蓄電池、充電器を分解したり、修理、改造することはやめてください。発火したり、

異常動作をおこすなどの原因となります。 

 

保守、点検 

 

１． 工具の使用前、使用後は必ず各部の点検を行ない、異常がないか確認してください。  

２． ご使用後は必ず本体の汚れをやわらかい布か、または石けん水をつけた布などで拭いて落とし

てください。金属部分には防錆油などをウエスにしみこませ本体の表面をふいてから専用のケ

ースに保管して下さい。樹脂部分には、溶剤、ガソリン、シンナー、石油、灯油類などプラス

チックを溶かす作用をするものは使わないでください。とくに摺動部にはゴミなど異物が付着

していないか確認し、いつもきれいな状態にし、必要に応じて潤滑油を塗布しておいてくださ

い。 

３． 保管の際は次頁のような場所に保管して下さい。 

 

・ 直射日光が当たらないところ。 

・ 雨や雪のかからないところ。 



２３ 

 

・ 温度が５０℃未満で乾燥した、粉塵の少ないところ。 

・ 倒れたり、落下しないようなところ。 

・ お子様の手の届かないところ。 

 

 

 

 

給油方法 

 

注      意 

給油の際は粉塵のない、作動油の中にゴミなどの不純物が入らないような作業場で行

なってください。作動油中にゴミなどの不純物が入りますと作動不良の原因になりま

す。 

また、作業中は作動油がこぼれたりしますのでふき取り用のウエスを準備してくださ

い。 

モータに、作動油がかからないように注意して作業してください。故障の原因となり

ます。 

 
１） タンクグリップを左に回してはずすとゴムタンクがあります。もし、油量が

減っていますと、ゴムタンクが収縮していますので給油してください。 

 

２） 給油するオイルは  昭和シェル石油 シェルテラスオイルＴ１５、 ある

いは同等の粘度グレードの油圧作動油を準備してください。 

 

３） 戻しレバーを押し、ラムを最後まで戻しておいてください。 

 

４） 給油口を上にむけて給油栓の六角穴付ボルト（Ｍ８）を６ｍｍの六角レンチ

でゆるめてはずします。 

 

５） 給油口からオイラー（油さし）などを使って、作動油をあふれるくらい給油し

てください。 

 

６） ゴムタンクを指先で軽くつまむように握り、ゴムタンク内のエアを抜いてく

ださい。給油口からエアが出てきたら、油面が下がりますので作動油を注ぎ足してく

ださい。この作業をエアがなくなるまで続けてください。 

 

７） 給油口からエアが出なくなったなら給油栓を取付け、六角レンチでしっかり

と締付けてください。 

  

注    意 

点検、手入れの際は、スイッチを切り、蓄電池を工

具本体から抜いておいてください。 



２４ 

 

８） 蓄電池を取付け、スイッチを押し、ラムを作動させてください。ストロークエ

ンドまで進んだら停止させ（圧力はかけない状態）、戻しレバーを押しラムを戻してく

ださい。 

 

９） ラムを戻し、給油栓をはずした時、給油口からまだエアが出てくるようでし

たら、５）からの作業を繰り返してください。 

 

１０） ゴムタンク内のエアが抜けたら、はずしたタンクグリップを元通りにねじ込

んで、しっかりと締付けてください。 

 

１１） スイッチを押し、ラムをストロークエンドまで作動させ、シリンダに圧力をかけてくださ

い。圧力規制弁の動作音（「ポン」という音）がしたらポンプは正常に作動していますので、

戻しレバーを押しラムを戻してください。（ラムが作動しない場合は、後述のトラブルシュー

ティングを参照してください。） 

 

以上で作動油の給油が完了しました。 

 

オイルを取り扱う場合は、下記の注意事項を守って下さい。 

 

廃油処置方法 

 
●処置方法は法令で義務づけられています。 

●法令に従い適正に処理して下さい。 

 

オイル取り扱いの注意 

 
●異種のオイルとは混ぜないで下さい。 

化学変化を起こし性能を損なう原因になります。 

 

●目に入ると炎症を起こすことがあります。 

取り扱う際は保護メガネを使用するなど目に入らないようにして下さい。 

 

目に入った場合は、清浄な水で１５分程度洗浄し、医師の診断を受けて下さい。（応急処置） 

 

●皮膚に触れると炎症を起こす場合があります。 

取り扱う際は保護手袋を使用するなど皮膚にふれないようにして下さい。 

 

皮膚に触れた場合は、水と石けんで十分に洗ってください。（応急処置） 

  



２５ 

 

タンクグリップ底部穴

からゴムタンクの底を

押す 

●飲み込みますと下痢、おう吐することがあります。 

飲み込んだ場合は、無理に吐かせずに、直ちに医師の診断を受けて下さい。 

 

●子どもの手の届かない場所に保管して下さい。 

特にお子様は危険ですので、お子様の目に付かない、手の届かない場所に保管してください 

 

油圧が作動しない時のトラブルシューティング 

 
１． 蓄電池が充電されているか確認してください。 

 

２． スイッチを少しだけ押し、低速でラムを作動させてください。ラムが動いたら、そのままゆっく

りストロークエンドまで作動させ、圧力をかけてください。圧力規制弁の作動音「ポン」が聞こ

えたら、ラムを戻します。再度スイッチを押し、ラムが作動するのを確認してください。 

 

３． ２．を行なっても動かない時は、指先あるいは先のとがっていない棒状のもので、タンクグリッ

プの底部穴からゴムタンクを軽く突き上げながら、工具のスイッチを押してください。 

（ゴムタンク内の作動油に圧力をかけ吸い込みを促進します。） 

     

注意  ・ ゴムタンクが破損しますので、先のとがったものは使わないでください。 

・ ゴムタンクを強く押し過ぎますと、ポンプボディからゴムタンクがはずれ、中の作動油が

こぼれてしまいますので、注意して押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上記１． ２． ３．を行なっても動かない時は、弊社サービス部に修理をご依頼ください。 

  



２６ 

 

４． その他のトラブル 

 

症  状 考えられる原因 処   置 

蓄電池が充電できない。 
蓄電池が熱くなっている。 

 

充電ランプが赤の点滅。蓄電池が

冷めるまで、お待ちください。 

油圧が作動しない。 

蓄電池の放電、充電不足。 完全充電してください。 

油圧ポンプにエアが混入してい

る。 
上記 ２．を行なってください。 

モータ、ポンプボディに

熱を持つ。 
連続して作業を行なっている。 休止時間を設ける。 

 

リチウムイオン電池の輸送について 

 
リチウムイオン電池を輸送する場合、次の点に注意して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リチウムイオン電池の保管について 

 
注）リチウムイオン電池を保管するときは、満充電にして保

管して下さい。 

 

蓄電池の残量が少ない状態で長期間（３ヶ月以上）保管

すると蓄電池が劣化し、使用時間が著しく短くなったり、

充電できなくなる恐れがあります。 

使用時間が著しく低下した蓄電池でも、充電と使用を２

～５回繰り返すと使用時間が回復する場合があります。 

充電と使用を繰り返しても使用時間が極端に短い場合は、蓄電池

の寿命が尽きたとお考えいただき、新しい蓄電池をお買い求めく

ださい。 

  



２７ 

 

 

アフターサービス 

 

 

工具の保障期間はお買い上げ日より６ヶ月間です。（蓄電池・刃物・F-大軸・小軸は保証の対象外で

す。） 

 

工具本体が正常に動作しなくなった場合は、決してご自分で修理なさらないでお買い求めの販売店

または弊社サービス部に修理依頼してください。 

 

また、蓄電池が使用不能の状態となり、廃棄処分される場合は、弊社営業部まで返送お願いいたし

ます。 

  



２８ 

 

MEMO 



２９ 

 

MEMO 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NC-油圧式作業工具総合メーカー 

株式会社西田製作所 

〒612-8247 

京都市伏見区横大路下三栖南郷 21 

TEL: (075)611-1136(代) 

FAX: (075)611-4167 

Email: yuatsu@nishida-mfg.co.jp 

HP: https://www.nishida-mfg.co.jp 
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蓄電池はリサイクルへ 

この工具本体に使用の蓄電池はリサイクル可能な

貴重な資源です。蓄電池の廃棄の際は、リサイクル

にご協力いただき、弊社営業部まで、ご返送お願い

いたします。 


